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『
伴
大
納
言
絵
詞
』
で
(
謎
の
人
物
)
と
い
え
ば
、
巻
頭
の
応
天
門
炎
上
画
面
に
つ
づ
く
、
清
涼
殿
南

階
前
の
庭
で
災
を
遠
望
し
っ
つ
仔
立
す
る
束
帯
姿
の
人
物
の
こ
と
。
ま
た
そ
の
す
ぐ
左
、
清
涼
殿
広
廟
に

座
す
人
物
も
そ
れ
。
両
者
は
同
一
人
物
と
看
倣
さ
れ
て
い
る
が
こ
れ
が
証
で
あ
る
の
か
は
諸
説
一
致
を
み

ず
、
文
字
ど
お
り
謎
と
な
っ
て
い
る
。
諸
説
を
列
挙
す
れ
ば
、

・
伴
善
男
説
(
福
井
利
吉
郎
『
絵
巻
物
概
説
』
一
九
三
三
年
4
月
・
上
野
直
昭
『
絵
巻
物
研
究
』
五
〇

1
)

・
藤
原
基
経
説
(
田
中
豊
蔵
『
日
本
美
術
の
研
究
』
六
〇
1
1
・
小
峯
和
明
『
説
話
の
森
』
九
一
5
)

・
源
信
説
(
こ
の
内
、
肢
中
で
帝
と
対
座
す
る
人
物
を
伴
善
男
と
す
る
説
に
桜
井
清
香
『
大
和
絵
と
戦

記
物
語
』
六
九
3
・
藤
田
経
世
『
伴
大
納
言
絵
詞
』
複
製
解
説
七
一
1
2
。
同
じ
く
藤
原
良
房
と
す
る

説
に
小
松
茂
美
『
伴
大
納
言
絵
詞
』
日
本
絵
巻
大
成
2
解
説
七
七
2
)

・
藤
原
良
房
(
源
豊
宗
『
大
和
絵
の
研
究
』
七
六
1
2
)

の
四
説
。
そ
の
一
々
を
詳
細
に
吟
味
す
る
紙
幅
は
今
な
い
の
で
、
問
題
点
の
整
理
を
か
ね
て
一
応
の
私
見

を
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。

ま
ず
は
良
房
説
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
場
面
に
対
応
す
べ
き
詞
書
を
「
破
損
」
し
て
い
る
(
『
看
閲

御
記
』
嘉
苦
元
年
四
月
二
六
日
粂
)
『
絵
詞
』
の
欠
を
後
段
の
詞
書
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
本
文
を
も
つ
『
宇

治
拾
遺
物
語
』
　
二
四
段
で
補
え
ば
、
旅
中
で
帝
と
対
座
す
る
人
物
を
こ
そ
藤
原
良
房
と
す
べ
き
点
ほ
ぼ

動
か
な
い
か
ら
、
こ
の
人
物
と
装
い
を
異
に
す
る
(
謎
の
人
物
)
を
良
房
と
は
考
え
に
く
い
。
次
に
源
信

説
。
信
が
良
房
の
諌
言
の
場
に
伴
わ
れ
た
と
す
る
と
、
そ
こ
で
嫌
疑
の
晴
れ
た
後
に
あ
ら
た
め
て
使
者
が

派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
り
天
道
に
哀
訴
す
る
こ
と
に
な
っ
た
り
と
、
展
開
上
の
不
自
然
さ
が
生
じ

る
。
つ
ま
り
簾
中
で
帝
と
対
座
す
る
人
物
を
藤
原
良
房
と
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
良
房
説
・
源
信
説
は

受
け
入
れ
難
い
。

藤
原
基
経
説
。
こ
れ
を
唱
え
る
二
者
の
う
ち
、
田
中
説
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
話
に
い
う
無
罪
の
決
定

を
信
に
伝
え
る
使
者
「
頭
中
将
」
を
基
経
と
見
、
こ
れ
が
広
府
に
控
え
て
い
る
と
す
る
も
の
。
『
三
代
実

録
』
貞
観
一
〇
年
間
一
二
月
二
八
日
の
源
信
琵
伝
に
は
「
勒
遣
参
議
右
大
弁
大
技
朝
臣
音
人
・
左
中
弁
藤

原
胡
臣
家
宗
等
」
と
あ
る
。
記
録
に
照
ら
せ
ば
「
御
使
」
=
基
経
説
は
成
り
立
た
な
い
が
、
当
時
の
基
経
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を
「
蔵
人
頭
」
と
す
る
も
の
に
『
愚
管
抄
』
巻
三
(
後
掲
)
が
あ
る
。
説
話
の

人
物
記
載
は
記
録
よ
り
伝
承
の
方
が
重
要
と
の
見
方
に
立
て
は
田
中
説
は
聞
く

に
足
る
。
た
だ
し
、
こ
の
説
の
弱
点
は
(
謎
の
人
物
)
が
赤
の
下
皐
に
束
帯
の

姿
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
装
束
は
上
達
詔
の
も
の
(
『
琵
苑
装
束
抄
』
)
だ
か
ら
蔵

人
頸
基
技
(
『
公
口
笛
任
』
は
任
参
議
貞
観
六
年
正
月
〓
ハ
日
「
元
正
人
頸
左
中

音
、
中
将
如
元
」
)
の
も
の
で
は
な
い
。
一
方
、
「
頸
中
将
」
基
経
説
を
保
留
し

て
(
謎
の
人
範
)
を
基
経
と
す
る
小
峯
説
は
、
応
天
門
炎
上
の
貞
観
八
年
間
三

月
当
時
参
議
左
中
将
で
上
達
缶
だ
っ
た
基
経
の
、
事
件
の
「
陰
の
立
役
者
、
濵

出
家
」
た
る
立
場
を
絵
画
化
し
た
も
の
と
の
見
解
で
、
こ
れ
に
は
支
障
が
な

い
。
た
だ
、
諸
資
料
の
伝
え
る
基
経
は
信
を
痴
れ
る
策
謀
を
良
房
に
伝
え
る
役

回
り
だ
か
ら
「
陰
の
立
役
者
、
演
出
家
」
と
ま
で
い
え
る
か
ど
う
か
。
広
府
に

控
え
る
姿
は
詣
資
料
の
基
経
像
に
叶
う
が
、
応
天
門
災
上
の
景
を
挑
め
る
姿
に

ま
で
基
経
を
見
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

最
後
に
伴
大
納
言
善
男
説
。
欠
績
し
て
い
る
詞
書
冒
頭
が
『
宇
治
拾
退
物

語
』
話
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
が
一
番
難
が
な
い
。
『
宇
治

拾
遺
物
語
』
話
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

今
は
昔
、
水
尾
の
御
門
の
御
時
に
、
応
天
門
放
け
ぬ
。
人
の
つ
け
た
る
に

な
む
あ
り
け
る
。
廿
山
を
、
伴
善
男
と
い
ふ
大
納
言
、
「
こ
れ
は
信
の
大

臣
の
仕
業
な
り
」
と
、
お
は
や
け
に
申
し
け
れ
ば
、
そ
の
大
臣
を
罪
せ
ん

と
せ
さ
せ
給
ひ
け
る
に
、
忠
仁
公
、
世
の
政
は
御
弟
の
西
三
条
の
右
大
臣

に
ゆ
づ
り
て
、
白
河
に
罷
り
ゐ
給
へ
る
程
に
て
、
こ
の
事
を
開
き
驚
き
給

ひ
て
、
御
烏
帽
子
・
直
衣
な
が
ら
、
移
の
馬
に
乗
り
給
ひ
て
、
乗
り
な
が

・
ら
北
の
陣
ま
で
お
は
し
て
、
御
前
に
参
り
て
、
(
諌
言
部
分
以
下
、
略
)

今
か
り
に
こ
の
行
文
と
『
絵
詞
』
画
面
展
開
と
を
対
照
し
て
み
よ
う
。
「
応
天

門
焼
け
ぬ
」
を
承
け
た
画
面
構
成
の
圧
巻
は
諸
家
の
説
く
と
お
り
。
「
人
の
つ

け
た
る
に
な
む
あ
り
け
る
」
に
対
応
す
る
画
面
は
な
い
が
、
こ
れ
は
後
段
に
見

え
る
放
火
現
場
を
舎
人
が
目
撃
し
た
経
緯
を
語
る
詞
壽
や
こ
れ
も
圧
巻
の
舎
人

真
相
暴
露
告
発
場
面
の
効
果
を
計
算
し
て
の
割
愛
。
そ
し
て
『
絵
詞
』
は
(
謎

の
人
物
)
を
描
い
て
忠
仁
公
諌
言
の
場
面
、
す
な
わ
ち
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の

「
忠
仁
公
、
世
の
政
は
御
弟
の
西
三
条
の
右
大
臣
に
ゆ
づ
り
て
、
白
河
に
舐
り

ゐ
給
へ
る
程
に
て
、
…
」
以
下
に
対
応
す
る
画
面
に
移
る
。

『
絵
詞
』
の
全
体
ほ
、
舎
人
の
放
火
現
場
目
撃
の
部
分
を
除
き
、
画
面
展
開

が
ほ
ぼ
詞
書
に
対
応
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
が
詞
書
を
拡
大
増
幅
す
る

か
た
ち
で
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
彼
此
を
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
で
、
そ
の

『
絵
詞
』
の
あ
り
よ
う
を
念
頭
に
お
い
て
こ
の
冒
頭
部
分
を
見
れ
ば
、
こ
れ
も

ま
た
詞
書
(
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
話
冒
頭
)
と
の
対
応
を
保
っ
て
展
開
し
て
い

る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
問
題
の
(
謎
の
人
物
)
の
場
面
は
傍

線
部
の
絵
画
化
。
つ
ま
り
伴
大
納
言
の
策
謀
と
譲
吉
を
描
い
た
も
の
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
の
眼
で
見
る
と
、
簾
内
の
啓
も
あ
ら
わ
な
清
和
帝
に
対
座
す
る

こ
れ
も
う
ち
と
け
た
烏
帽
子
・
直
衣
姿
の
良
房
と
、
簾
外
で
首
を
傾
け
た
束
帯

姿
の
善
男
と
の
配
置
は
、
時
を
異
に
す
る
奏
上
の
二
場
面
、
そ
し
て
内
と
外
ま

た
装
い
の
対
照
に
、
奏
上
の
受
容
/
拒
否
、
帝
と
の
距
離
感
、
あ
る
い
は
権
力

の
共
有
/
隔
絶
ま
た
は
そ
こ
か
ら
の
排
除
と
い
っ
た
こ
と
を
表
示
し
た
も
の
と

読
む
こ
と
も
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
失
わ
れ
た
『
絵
詞
』
冒
頭
部
の
詞
書
を

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
話
冒
頭
に
よ
っ
て
補
い
、
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
絵
を
読
む

か
ぎ
り
に
お
い
て
、
「
卑
俗
に
す
ぎ
る
」
(
小
峯
前
掲
書
)
と
い
わ
れ
れ
ば
返
す

言
葉
も
な
い
が
、
(
謎
の
人
物
)
は
善
男
を
措
い
て
ほ
か
に
考
え
に
く
い
。

*

と
こ
ろ
で
、
今
へ
謎
の
人
物
)
善
男
説
の
蓋
然
性
を
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
話

冒
頭
に
よ
っ
て
絵
を
読
む
か
ぎ
り
と
の
限
定
付
き
で
認
め
た
が
、
限
定
を
付
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け
た
の
は
『
絵
詞
』
詞
書
の
表
現
を
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
話
の
そ
れ
と
同
じ
と

看
倣
し
て
よ
い
か
ど
う
か
に
疑
問
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
現
存
詞
書
と

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
話
と
は
ほ
ぼ
同
文
と
い
っ
て
よ
い
叙
述
の
対
応
を
見
せ
て

い
る
。
そ
こ
か
ら
す
れ
ば
冒
頭
部
も
こ
れ
に
準
じ
て
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
、
現
存
詞
書
に
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
話
と
異
な
る
部
分
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
そ
の
う
ち
の
最
も
大
き
な
違
い
に
、
信
に
無
罪
を
伝
え
る
人
物
を
特

定
し
て
示
す
か
否
か
の
相
違
が
あ
る
。

ゆ
る
し
給
ふ
御
使
に
、
預
中
将
、
馬
に
乗
り
な
が
ら
は
せ
ま
う
で
け
れ
ば

(
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
)

赦
し
給
ふ
由
、
馬
に
乗
り
な
が
ら
う
ち
入
り
た
れ
は
　
(
『
絵
詞
』
詞
書
)

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
話
は
「
頚
中
将
」
と
記
す
が
、
詞
書
正
こ
れ
を
欠
く
。
こ

の
職
名
が
記
録
通
り
の
勅
使
を
指
す
も
の
で
あ
れ
ば
記
載
の
有
無
は
そ
れ
ほ
ど

問
題
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
す
で
に
見
た
と
お
り
こ
の
折
の
使
者
は
「
頭
中

将
」
で
は
な
い
。
ま
た
事
件
当
時
の
蔵
人
頭
は
藤
原
良
世
と
藤
原
家
宗
だ
が
と

も
に
中
将
の
職
に
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
事
件
に
か
か
わ
っ
た
「
頭
中
将
」
は

実
際
に
は
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
あ
え
て
「
頭
中
将
」
と
記
す

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
話
は
こ
れ
に
相
応
の
表
現
を
託
し
た
も
の
と
裏
放
さ
れ
る
。

関
連
諸
資
料
中
に
「
頭
中
将
」
を
求
め
る
と
、
「
コ
レ
ラ
ハ
人
皆
知
リ
タ
レ

.
ハ
細
カ
ニ
ハ
記
サ
ズ
」
と
し
て
事
件
を
語
る
『
愚
管
抄
』
に
「
歳
人
頭
」
が
見

出
さ
れ
る
。

コ
ノ
御
時
、
伴
大
納
言
善
男
、
応
天
門
兢
キ
テ
后
ノ
大
臣
二
仰
テ
、
既
二

流
サ
レ
ソ
ト
シ
ケ
ル
事
、
ソ
ノ
間
ニ
ハ
良
椙
ト
申
ス
右
大
臣
ハ
良
房
ノ
弟

ニ
テ
、
入
り
籠
ラ
レ
テ
後
天
下
ノ
政
、
良
相
ニ
ウ
チ
任
セ
テ
ア
リ
ケ
ル
こ
、

天
皇
伴
大
納
言
ガ
申
コ
ト
ヲ
実
ト
オ
ポ
ッ
メ
シ
テ
、
カ
ウ
!
＼
-
ト
仰
セ
ラ

レ
ケ
ル
ヲ
、
疑
ヒ
思
ハ
デ
、
ユ
、
シ
キ
失
錯
セ
ラ
レ
ク
リ
ケ
リ
。
ソ
レ
ヲ

.
ハ
昭
宜
公
蔵
人
頭
ニ
テ
閲
キ
驚
キ
テ
、
白
川
殿
へ
ハ
セ
参
り
告
ゲ
申
テ
コ

ソ
、
善
男
ガ
コ
ト
ハ
ア
ラ
バ
レ
ニ
ケ
レ
。
(
適
宜
仮
名
を
漢
字
に
改
め
た
)

先
に
記
し
た
と
お
り
こ
の
時
基
経
は
蔵
人
頭
で
は
な
い
が
、
「
人
皆
知
り
」
た

る
物
語
で
は
基
経
が
蔵
人
頭
だ
っ
た
と
い
う
。
『
愚
管
抄
』
で
は
以
下
が
省
略

さ
れ
て
い
る
の
で
確
か
め
よ
う
が
な
い
け
れ
ど
も
、
史
実
に
背
い
て
「
蔵
人
頭
」

基
経
を
語
る
「
人
皆
知
り
」
た
る
物
語
は
、
記
録
と
た
が
え
て
「
頭
中
将
」
を

使
者
と
す
る
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
話
と
の
閑
適
を
思
わ
せ
る
。

『
愚
管
抄
』
話
が
基
経
を
蔵
人
頭
と
す
る
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は

『
大
鏡
』
表
書
に
引
く
次
の
記
事
と
比
べ
れ
ば
よ
く
わ
か
る
。

後
応
天
門
有
㌢
火
。
良
相
右
大
臣
伴
大
納
言
計
謀
、
欲
P
退
l
詰
左
大
堅
哀

参
こ
堅
竺
時
後
太
政
大
臣
(
=
基
経
)
為
こ
近
街
中
将
兼
参
議
示
良
相
大
臣

急
召
r
之
、
仰
云
、
「
応
天
門
失
火
、
左
大
臣
所
為
也
。
急
正
r
第
召
r
之
。
」

中
将
対
云
、
「
太
政
大
臣
知
レ
之
歎
。
」
　
良
相
大
臣
云
、
「
太
政
大
臣
隔
年
】

仏
法
↓
必
不
r
知
コ
行
如
r
此
事
ご
中
将
則
知
丁
太
政
大
臣
不
二
預
知
一
之
由
か

報
云
、
「
事
是
非
r
軽
。
不
レ
挙
一
太
政
大
臣
匁
分
↓
琴
一
転
承
行
ご
送
辞
出

到
こ
磁
曹
司
↓
令
㌢
諮
こ
太
政
大
臣
↓
大
臣
方
今
ア
人
美
↓
日
、
「
大
臣
莞
臣
下

之
大
功
之
臣
也
。
…
」

参
議
時
代
の
藤
原
実
額
が
語
っ
た
こ
と
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
の
記
事
は
、
右
大

臣
良
楢
の
位
匿
が
『
愚
管
抄
』
と
大
き
く
変
っ
て
い
る
。
裏
書
の
そ
れ
が
羊
男

と
と
も
に
読
訴
に
加
担
し
信
の
失
脚
を
主
導
画
策
し
た
姿
を
措
く
の
に
対
し
、

『
愚
管
抄
』
で
は
善
男
の
策
謀
を
信
じ
た
帝
の
仰
せ
を
「
疑
ヒ
思
ハ
デ
、
ユ
、

シ
キ
失
錯
」
し
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
良
相
の
事
件
へ
の
か
か
わ
り
は

ヨ
二
代
実
録
』
源
信
京
伝
に
も
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
て
疑
い
が
な
い
。

八
年
春
、
(
善
男
)
欲
レ
迫
e
住
田
コ
守
大
臣
家
一
首
男
遺
コ
請
右
大
臣
丘
反

朝
臣
良
相
細
所
レ
行
也
。
干
レ
時
太
政
大
臣
不
r
知
P
有
こ
此
事
↓
　
及
レ
至
こ
発
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開
一
愕
然
失
r
色
、
即
便
薬
園
、
探
義
山
事
由
↓

藁
氏
寄
り
に
偏
っ
た
記
事
の
散
見
す
る
『
三
代
実
録
』
に
相
応
し
く
策
謀
の
主

役
は
誓
舅
と
な
っ
て
い
る
が
、
良
相
の
加
担
は
こ
れ
に
よ
っ
て
も
勒
か
し
が
た

い
。
コ
二
代
実
畏
』
貞
観
八
年
十
二
月
八
日
条
に
基
括
従
三
位
昇
進
任
中
納
言

の
記
事
と
あ
わ
せ
良
細
の
抗
表
、
善
男
宅
地
資
財
没
収
記
事
が
見
え
る
の
も
こ

の
間
の
毘
錆
を
窺
わ
せ
て
興
味
深
い
。
し
か
し
『
愚
管
抄
』
は
良
相
の
失
踪
を

語
っ
て
策
謀
を
語
ら
な
い
。
そ
れ
は
コ
二
代
実
録
』
が
善
男
を
こ
そ
首
謀
者
と

し
、
事
件
出
来
の
田
技
を
信
と
善
男
と
の
旧
来
の
敵
対
関
係
に
求
め
て
騙
ろ
う

と
す
る
の
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
『
愚
管
抄
』
話
は
良
相
の

加
担
を
持
病
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
戎
人
頭
」
基
経
の
登
場
は
こ
の
隠
蔽
に
か
か
わ
る
。
基
経
が
良
房
に
信
失

脚
の
謀
略
を
伝
え
た
件
は
『
大
観
』
薬
害
に
も
あ
り
、
蕗
氏
称
揚
に
向
け
た
隠

蔽
の
作
為
者
に
と
っ
て
善
男
の
罪
を
暴
く
に
功
あ
っ
た
基
経
の
働
き
は
物
語
か

ら
は
ず
せ
な
い
。
し
か
し
良
相
の
加
担
を
隠
蔽
す
る
と
な
る
と
基
経
の
情
報
入

手
経
給
が
問
題
と
な
る
。
そ
こ
で
「
歳
人
頭
」
。
蔵
人
所
は
「
掌
〓
機
密
文
書
及

詣
訴
一
」
(
『
襟
註
葛
原
抄
』
)
。
す
な
わ
ち
「
戌
人
頭
」
基
経
は
、
役
が
善
男
の

告
訴
と
そ
の
謀
略
の
情
報
を
得
る
必
然
を
用
意
す
る
処
置
で
あ
っ
た
ろ
う
。

さ
て
こ
の
よ
う
に
し
て
『
愚
管
抄
』
話
の
「
歳
人
頭
」
は
登
場
す
る
。
こ
れ

と
同
一
人
物
を
さ
す
と
見
ら
れ
る
「
頭
中
将
」
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
良
房
に
事

件
を
伝
え
る
「
歳
人
頭
」
は
姿
を
見
せ
な
い
が
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
話
も
ま
た

良
相
の
加
担
を
隠
蔽
す
る
物
語
に
連
な
っ
て
い
よ
う
。
冒
頭
部
の
良
房
と
良
相

と
の
関
係
を
語
る
文
脈
が
『
愚
管
抄
』
の
そ
れ
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
も
そ
の

傍
証
の
一
つ
と
し
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
一
方
、
『
絵
詞
』
は
「
頭

中
将
」
を
語
ら
な
い
。
こ
れ
は
『
絵
詞
』
詞
書
の
表
現
内
容
が
『
宇
治
拾
遺
物

語
』
話
の
表
現
内
容
と
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

「
琉
中
将
」
を
語
ら
な
い
物
語
の
冒
頭
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は

明
確
に
L
が
た
い
。
し
か
し
そ
れ
が
、
「
頭
中
将
」
「
蔵
人
頭
」
を
必
要
と
し
な

い
物
語
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
だ
ろ
う
。
「
頭
中
将
」
「
蔵
人
頭
」
を
必
要

と
し
な
い
物
語
は
基
経
の
情
報
入
手
経
路
を
隠
蔽
し
な
い
物
語
で
あ
る
。
と
す

れ
ば
『
大
鏡
』
裏
書
の
実
薪
の
語
る
物
語
は
『
絵
詞
』
詞
書
の
物
語
と
し
て
い

か
に
も
相
応
し
い
。
も
ち
ろ
ん
「
大
臣
驚
争
p
人
英
一
日
」
と
し
て
良
房
の
人
を

介
し
た
諌
言
を
語
る
裏
書
に
『
癌
藷
』
画
面
と
異
な
る
か
ら
、
『
絵
詞
』
詞
書

は
裏
書
そ
の
ま
ま
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
同
じ
良
相
の
加
担
を
伝
え

る
『
三
代
実
録
』
源
信
苑
伝
に
は
「
及
r
至
こ
発
開
-
愕
然
失
r
色
、
即
便
奏
関
、

探
為
的
事
由
ご
と
あ
る
。
良
相
の
策
謀
を
語
る
物
語
に
烏
帽
子
直
衣
姿
の
良
房

が
居
て
も
そ
れ
は
そ
れ
で
か
ま
わ
な
い
。

*

『
絵
詞
』
冒
頭
の
詞
書
の
欠
を
『
大
鏡
』
裏
書
の
物
語
で
補
っ
て
読
め
ば
、

そ
の
(
絵
語
り
)
に
ど
う
な
る
か
。
「
後
応
天
門
有
火
。
/
艮
相
右
大
臣
伴
大

納
言
計
謀
、
欲
退
信
左
大
臣
、
共
参
膵
座
。
」
　
-
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
炎
を
見
つ

め
る
(
謎
の
人
物
)
は
良
相
あ
る
い
は
善
男
と
な
る
。
基
経
へ
の
指
示
に
首
謀

者
の
貌
を
見
れ
ば
、
こ
こ
は
良
相
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
か
ろ
う
。
一
方
、
広
廟
に

控
え
る
(
謎
の
人
物
〉
は
良
相
で
も
善
男
で
も
な
い
。
彼
等
が
向
か
っ
た
の
は

「
陣
庄
」
で
あ
っ
て
清
涼
殿
で
は
な
い
。
で
は
誰
か
。
残
念
な
が
ら
表
書
に
は

こ
れ
に
関
す
る
記
述
が
な
い
。
と
す
れ
ば
(
絵
語
り
)
に
こ
れ
を
窺
う
ほ
か
は

な
い
。
簾
内
の
烏
帽
子
・
直
衣
姿
が
良
房
な
ら
ば
残
る
上
達
部
は
源
信
か
基
経
。

信
は
前
述
の
と
お
り
画
面
構
成
上
無
理
が
あ
る
。
な
ら
ば
(
謎
の
人
物
)
は
基

経
だ
。
良
房
に
良
相
善
男
の
謀
略
を
伝
え
、
良
房
に
伴
わ
れ
て
参
内
し
簾
外
に

控
え
る
東
が
こ
の
画
面
な
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
基
経
は
帝
の
放
し
を
伝
え
る
た

め
に
信
の
邸
に
向
か
う
。
詞
書
「
赦
し
給
ふ
由
、
属
に
乗
り
な
が
ら
う
ち
入
り
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た
れ
は
」
、
こ
こ
に
使
者
の
名
が
記
さ
れ
な
い
の
は
こ
の
部
分
の
行
為
者
が
自

明
だ
っ
た
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。
と
す
れ
ば
そ
の
名
は
既
に
広
廟
に
控
え
る
人

物
に
お
い
て
与
え
ら
れ
て
い
た
は
ず
、
と
は
、
あ
ま
り
に
空
想
が
す
ぎ
よ
う
か
。

『
絵
詞
』
の
使
者
が
基
経
で
あ
ろ
う
こ
せ
ほ
、
し
か
し
(
絵
語
り
)
の
具
体

か
ら
察
し
が
つ
く
。
当
該
場
面
に
お
い
て
、
周
知
の
と
お
り
使
者
の
姿
は
切
り

取
ら
れ
て
い
る
。
.
注
意
し
た
い
の
は
切
り
取
ら
れ
た
部
分
の
右
、
勅
使
に
つ
づ

く
従
者
の
姿
で
、
そ
こ
に
は
舎
人
と
赤
の
水
干
姿
の
童
が
措
か
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
童
に
目
を
留
め
る
な
ら
ば
、
こ
れ
と
同
様
の
童
は
『
絵
詞
』
の
要
所
に

配
さ
れ
て
い
た
の
に
気
付
く
。

イ
冒
頭
検
非
違
使
の
次
、
参
内
を
急
ぐ
公
胸
一
行
を
措
く
場
面
。

P
応
天
門
炎
上
場
面
の
次
、
会
昌
門
前
の
一
群
中
。

ハ
当
該
箇
所

二
舎
人
の
子
と
出
納
の
子
と
の
喧
嘩
場
面

ホ
出
納
が
舎
人
の
子
を
蹴
る
場
面

へ
舎
人
其
相
暴
露
場
面
の
末
尾

ホ
へ
は
共
に
浅
沓
を
履
い
た
姿
で
他
の
人
々
と
区
別
し
て
措
か
れ
、
特
に
へ
は

「
ど
こ
を
目
指
し
て
か
一
目
散
に
駆
け
て
行
く
。
ご
注
進
、
ご
注
進
。
一
大
事

出
来
、
一
大
事
出
来
。
」
(
中
央
公
論
社
『
日
本
の
絵
巻
』
2
脚
注
)
と
い
っ
た

態
で
、
そ
の
左
部
分
は
ハ
と
同
様
に
画
面
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。
表
情
な
ど

か
ら
み
て
全
て
を
同
一
人
物
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
少
な
く
と
も
ハ

と
ホ
と
へ
を
関
係
付
け
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
関
係
付
け

は
、
童
の
主
人
た
る
切
り
取
ら
れ
た
人
物
の
事
件
へ
の
関
与
を
読
み
取
ら
せ
る
。

つ
ま
り
、
使
者
は
単
に
源
信
に
無
罪
を
伝
え
る
人
物
と
し
て
あ
っ
た
の
で
は
な

く
、
挙
男
追
捕
の
情
報
提
供
な
ど
事
件
に
深
く
か
か
わ
っ
た
人
物
と
し
て
描
か

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
物
は
、
良
房
に
陰
謀
を
伝
え
、
諌
言
す

る
良
房
の
傍
ら
に
控
え
て
い
た
基
経
以
外
に
考
え
に
く
い
。
た
だ
し
そ
の
基
経

は
「
頭
中
将
」
で
は
な
い
。
そ
れ
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
話
と
は
別
の
文
脈
に

あ
る
、
赤
の
下
嚢
に
束
帯
を
著
す
「
近
衛
中
将
兼
参
議
」
基
経
な
の
で
あ
る
。

*

こ
う
し
て
み
る
と
、
『
絵
詞
』
の
(
絵
語
り
)
は
な
か
な
か
多
弁
で
あ
る
。

策
謀
を
企
て
る
良
相
、
陰
謀
を
暴
き
信
に
放
し
を
伝
え
市
井
に
犯
人
逮
輪
の
情

報
を
求
め
る
基
経
、
烏
帽
子
直
衣
姿
で
夜
着
姿
の
帝
と
面
談
し
裁
可
の
変
更
を

迫
る
良
房
、
陰
謀
に
陥
れ
ら
れ
天
道
に
祈
り
危
う
く
虎
口
を
免
れ
た
源
信
、
良

相
に
同
調
し
一
人
罪
せ
ら
れ
る
伴
大
納
言
善
男
。
こ
れ
ら
の
人
物
の
姿
か
ら
読

み
取
り
得
る
こ
と
は
様
々
あ
ろ
う
が
、
さ
し
あ
た
り
、
政
争
の
た
だ
な
か
に
あ

る
良
相
・
良
房
・
基
経
と
そ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
て
揺
り
返
さ
れ
る
源
信
・
伴
善

男
と
い
・
つ
た
配
置
を
そ
こ
に
見
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
良
相
Ⅶ
良
房
・
基

経
の
対
立
は
す
で
に
角
田
文
衛
「
良
房
と
伴
善
男
-
『
応
天
門
の
変
』
を
め
ぐ

っ
て
-
」
(
『
王
朝
の
映
像
』
七
〇
8
)
等
に
詳
述
さ
れ
る
と
こ
ろ
。
一
方
政
争

に
巻
き
込
ま
れ
る
側
は
、
『
三
代
実
録
』
源
信
責
伝
が
　
「
大
臣
自
後
杜
レ
門
、

不
二
青
梅
出
可
欲
レ
開
コ
遣
憂
情
↓
向
二
摂
津
国
ご
と
信
自
身
の
挫
折
感
と
政
争

へ
の
嫌
悪
を
伝
え
、
ま
た
『
宝
物
集
』
(
巻
二
)
の
事
件
評
「
我
あ
や
ま
つ
こ

と
な
け
れ
ど
も
怨
憎
の
な
ら
ひ
ほ
か
く
侍
る
な
り
。
」
も
信
の
受
難
を
許
し
て

い
る
。
善
男
の
そ
れ
は
臨
終
の
言
葉
を
「
当
三
必
今
一
度
為
二
奉
公
之
身
一
」
と

伝
え
有
国
と
し
て
再
誕
し
た
と
語
る
伝
承
(
『
江
談
抄
』
)
の
内
に
見
据
え
ら
れ

て
い
た
と
し
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
『
絵
詞
』
に
お
け
る
人
物
の
配
置
に
こ
う

し
た
事
件
へ
の
解
釈
を
背
景
に
も
っ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

政
争
の
た
だ
な
か
、
主
導
権
を
め
ぐ
っ
て
骨
肉
相
食
む
争
い
を
演
じ
る
良
相

・
良
房
・
基
経
、
ま
た
そ
れ
-
こ
巻
き
込
ま
れ
て
揺
り
返
さ
れ
る
源
信
・
伴
善
男
。

こ
の
布
置
は
、
『
絵
詞
』
に
信
西
『
長
恨
歌
絵
巻
』
の
ご
と
き
諷
喩
性
を
窺
う
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と
き
、
摂
関
期
の
政
争
や
近
く
は
保
元
・
平
治
の
乱
の
そ
れ
に
重
な
っ
て
く

る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
は
政
治
の
主
導
権
を
め
ぐ
る
争
い
と
こ
れ
が
招
く
嘆
き

と
が
表
現
内
容
と
し
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
こ
よ
う
。
そ
の
日
で
見
れ
ば
、

r
絵
詞
L
が
措
く
源
信
邸
、
伴
善
男
邸
の
愁
嘆
の
景
は
、
状
況
の
推
移
に
よ
る

両
者
の
立
場
の
逆
転
と
と
も
に
、
結
局
の
と
こ
ろ
嘆
き
を
生
き
る
ほ
か
な
い
両

者
の
運
命
を
際
立
た
せ
、
こ
れ
を
象
徴
的
に
表
し
た
も
の
と
も
看
仁
せ
よ
う
。

『
絵
詞
』
末
尾
画
面
、
八
薬
事
の
巻
き
上
げ
ら
れ
た
簾
の
陰
に
あ
る
顔
は
い

っ
た
い
誰
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
伴
善
男
、
源
信
…
…
。
あ
る
い
は
そ
れ

は
こ
の
絵
巻
を
見
る
も
の
の
顔
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

(
た
け
む
ら
・
し
ん
じ
/
広
島
大
学
)




